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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、脊椎動物の神経系において細胞接着分子および受容体として機能するニューレキシンファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質は、他のニューレキシンタンパク質と同様に、上皮成長因子リピートとラミニンGドメインを含んでいます。さらに、F5/8タイプCドメイン、ディスコイジン/ニューロピリン様およびフィブリノーゲン様ドメイン、トロンボスポンジンN末端様ドメイン、そして推定PDZ結合部位も含んでいます。このタンパク質は、髄鞘形成軸索の傍核に局在し、神経系の発達においてニューロンとグリアの相互作用を媒介するとともに、分化中の軸索内のカリウムチャネルの局在にも関与しています。この遺伝子は7番染色体の約1.5%を占め、ヒトゲノム中で最も大きな遺伝子の1つです。この遺伝子は、発話および言語発達に関連する転写因子であるフォークヘッドボックスタンパク質P2に直接結合し、制御されています。この遺伝子は、ジル・ド・ラ・トゥレット症候群、統合失調症、てんかん、自閉症、ADHD、知的障害など、複数の神経発達障害に関与していることが示唆されています。[RefSeq提供、2017年7月]
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	CNTNAP2 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス脳組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

